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南方熊楠の修養法 
 
                           
野村 英登（TIEPh） 
  
 
１．はじめに 
わしなんかこうして、この部屋にジーと坐っていても、ちっとも淋しいとは思わぬ。昼でも夜で
も、好きな時に、昔馴染の娘でも、後家さんでも、呼び出すことができる。……たとえばじゃネ、
一ツの粘菌の発見でもじゃ、……一種の霊感によって、これはと思う物を採集して来る。すると
メッタに間とは外れぬ。……また吾輩が旅行から帰るとき、汽船が田辺から数丁の所まで来る
と、家で何も知らず寝ている妻の耳に、平常通りわしの声で、今帰ったとはっきり聴きとれる。
そこで妻は戸を開けて待っているのじゃ。こんなことぐらいは、ちょっと修養ができてる人間な
ら、誰にでもできる心霊現象じゃ。1 
 以上は、南方熊楠が 65歳になる 1930（昭和 5）年に、心霊現象の存在を問われて答えた言葉とし
て訪問者の酒井潔によって記録されたものだ。霊を呼び出すことや、千里眼やテレパシーを使うこと
が、「ちょっと修養ができてる人間なら、誰にでもできる」という。熊楠が、ロンドンから帰国して
後、熊野の山中にこもっていた那智時代の 1903（明治 36）年に、こうした心霊現象を体験していた
ことはよく知られている2。もっとも「妻を迎え、子あるに及び、幽霊も頓と出でず、不思議と思うこ
とも希になりし」と述べるよう結婚後にはしばらく落ちついていたらしい3。 
那智での心霊体験は、1925（大正 14）年に書かれた有名な「履歴書」4でも言及されている。熊楠
にとっては繰り返し語られる重要な体験であった。所謂“南方曼荼羅”とも密接な関係をもっている
ため、言及されることは少なくない。しかし内容が内容だけに、その背景にある思想を吟味すること
はあっても、技法的な実践についてはあまり論じられてこなかったようである。そこで本稿では、熊
楠の考えていた修養法はいかなるものだったのか、技法的な側面から検討し、当時の他の修養法との
比較を試みたい。 
 
２．オカルトと病気治療 
 ロンドン時代、南方熊楠は土宜法竜からの当地のオカルティズムに関するリサーチの依頼に対して、
否定的な言葉を繰り返している。しかしそれは、オカルティズムが迷信で全くの嘘偽りだから、とい
                                                   
1 酒井潔「南方先生訪問記」、『談奇』昭和 5年 9月号、飯倉照平編『南方熊楠 人と思想』（平凡社、1974年）
所収。 
2 例えば飯倉照平『南方熊楠―梟のごとく黙坐しおる―』、ミネルヴァ書房、2006年。 
3 千里眼（田辺隨筆）、和歌山新報、1911（明治 44）年 6月、平凡社版全集 6所収。 
4 平凡社版全集７所収。 
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うわけではない。 
また汝、オッカルチズムごとき腐ったものを理外の理などいうて求めんとす。予は常にかかるこ
とを行ない、一昨日も行なえり。これは一種の病変を求むるの法なり。故に委陀徒はソマ草の汁
を服し、南米土人はコカの汁を飲み、耶蘇徒は断食をもってし、瑜伽徒はいろいろの行法をもっ
てす。身外を忘れて一心を弄するの法なれば、いわば至って狭きことなり。しかして狂人がかっ
たことなり。汝、かかるつまらぬことをもって俗人にすすめんとするや。……また汝、かかるこ
とをもって病を救い煩を除かんとするか、それならば医薬の一事でたくさんなり。かつこのこと
を理ありとして研究するにも、また理外の理ありとするにも、何にしても通常の心理学の一班、
諸感覚器の作用生理等は、心得おかねばならぬなり。5 
 確かにオカルティズムを「腐ったもの」と熊楠はみなしている。法竜が「理外の理」、不思議なもの
だと評価する態度を否定する。ただしその理由は、熊楠にとっては、ごく当たり前の日常的な行為に
しか過ぎないから、なのである。薬を使ったりヨガなどの行法で可能なことなら現代医学で十分だと
いうのだ。熊楠にとっては、それは容易い実践なのである。 
巫祝の術などをなにも理外の理あるに非ず、ただ薬も拙きことあり、術もきくことあり、既にき
くことある上は其術は由て来る所なかるべからず、キク理由あるべしといふならんには、予は頗
る賛成也。……八年海外にあり色々疾ありしが、一向薬を用ひず、ただ心性を修養すれば、常に
得中医で平治するなり。これは自分で心修て病を治する方なり。……故に自分で心を修て病を去
るほどならば、他より病をなほすの術あるも知れたことなり。現に今も薬で治せぬものを巫術に
て治することは多くある。6 
 そしてオカルト的な病気治療は実際に効くと熊楠は考えていた。何しろ実際に自分で行って病気を
治しているのだ。その具体的な方法は明らかにされていないが、「心性の修養」によって病気治療が
できるという考え方は、実のところ明治大正期に流行した精神療法と同じ立場なのである7。 
 
３．読心術の実践 
 そもそも熊楠自身、海外遊学の前からオカルト的な技法に大いに興味を持っていたようである。例
えば熊楠は海外遊学前に読心術を学んだことがあったらしい。 
小生はかつて読心術ということを学びかけたり。いろいろ法術の案はあるなり。誓言立てて習い
しことなれば、書には言い得ず。要するに、こちらの気をくばりて彼の言の前後、挙動等を察す
                                                   
5 ロンドンパリ往復書簡 23、1894（明治 27）年 3月 4日、飯倉照平・長谷川興蔵編『南方熊楠・土宜法竜往復
書簡』（八坂書房、1990年。以下往復書簡と略す）。 
6 ロンドン時代 19、1894（明治 27）年 7月 16日、奥山直司・雲藤等・神田英昭編『高山寺蔵 南方熊楠書翰
土宜法龍宛 1893-1922』（藤原書店、2010年。以下高山寺蔵書簡と略す）。 
7 精神療法といっても、心によって心の病を治療するのではない。心によって体の病を治療する方法を当時はこ
う呼んだ。田邉信太郎「生―オルタナティブな癒しとその実践者」（田邉信太郎・島薗進・弓山達也編『癒しを
生きた人々―近代知のオルタナティブ―』、専修大学出版局、1999年）参照。 
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るなり。小生、今も多少は出来べし。しかし、たとえば仁者と始めて会うて紀州の出生なり、
云々、と語り、さて真言宗のはなしなどすれば、まず出てくるものはその辺のことと察するよう
なことにて、中ることもあり中らぬこともあり。……しかれども、これらは実に研究の方法に苦
しむ。何となれば、まぐれ中りの論ずるに足らざるはもとより、うまくしおおせることのごとき
は、ただ習練の久しきに出づるというの外なし。……故に、真にこれをしらべんとすれば、到底
みずからこれを習うの外なし。小生はこれをしらべて仁者に報ぜんとせしが、無用なりとさとり
て止めたり。8 
秘伝として学んだであろうその方法は、現代ではコールドリーディングと知られる技法であり、確
かにテレパシーのような超能力を身につけるといった類の話ではない。訓練次第で誰でも身につける
ことができるものと熊楠は考えていた。 
ヒプノチズム。是れは小生も多く見候。上手な人は兔をも麻睡せしめ候由。これはただ生理学上
のはたらきに出ることにて、……一向につまらぬことに候。蓋し其術はたしかに有り候。又読心
術と申すもの有之。私も少々之を能し候が、これ亦精神の鋭鈍に出ることにて、別に奇妙なるこ
とに非ずと存候。蛮人と小生と接し候ときなど一向語は通ぜず、全く此術を知ず覚えて旅行致し
たることに御座候。私は真言の法など左様に浅墓なるものには無之と存申候。9 
 当時流行していた催眠術も読心術と同様にめずらしいものではなく、ともに術者の精神の働き如何
で左右される技術に過ぎない。病気治療もまた同様である。ロンドン時代の熊楠はそのように考えて
いた。つまり熊楠にとって、当時流行していたオカルト的な技法のもろもろは、不思議なものではな
く当たり前に存在するものでしかないからこそ、「真言の法」などには及ばないと考えていたことに
なる。 
 
４．千里眼と曼荼羅力 
 熊楠は「真言の法」のオカルティズムに対する優位性を繰り返し主張するが、実のところ両者をまっ
たく隔絶したものとみなしてはいなかった。オカルティズムの効力を支える「心性の修養」と「真言
の法」との間は、むしろ連続したものであると考えていた。ロンドンから帰国後、那智の山中で体験
した心霊体験について、当時話題となっていた千里眼事件に絡めて、熊楠は次のように説明している。 
 たとえば、ナギランという蘭は、『草木図説』に南紀に産すと見え、『草木図説』に南紀に産す
と見え、……近時その天然産を見しことなく、牧野富太郎氏これを記載せし時も、培養品のみに
拠りたるなりようなり。 
 しかるに予那智にありて、一朝早く起き静座しいたるに、亡父の形ありありと現じ、言語を発
せずに、何となく予に宿前数町の地にナギランありと知らす。予はあまり久しく独居する時は、
                                                   
8 ロンドンパリ往復書簡 7、1893（明治 26）年 12月 24日、往復書簡。 
9 ロンドン時代 5、1893（明治 26）年 12月 11日、高山寺蔵書簡。 
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かかる迷想を生ずるものと思いて棄て置きしに、翌朝も、翌々朝も、続けて十余回同じことあ
り。件の地は宿に近けれども、予がその時までかつて近づきしこともなかりしなり。さて縁戚の
家の手代来たりしゆえ、このことを話し、共に往いて右の地を探るに、ナギラン一株を得たり。
…… 
 しかし、予がみずから経験せし神通、千里眼的の諸例を、虚心平気に考察するに、さまで解説
し得ぬほどの不思議なこと一つもなし。人間が物を考えるに、必ずしも論理法に示すがごとき正
式を踏んでせず。……心理学者のいわゆる閾下考慮（サブリミナル・ソーツ）、佛説にいわゆる
末那識、阿頼耶識様の物ありて、昼夜静止なく考慮し働きながら、本人みずからしかと覚えぬ一
種の脳力ありとせば、予が多年の経験より類推して、みずから知らぬうちに、地勢、地質、気候
等の諸件、かくのごとく備わりたる地には、かかる生物あるも知れずと思い中れるやつが、山居
孤独、精神に異状を来たせるゆえ、幽霊などを現出して指示すと見えたり。10 
 ようするに基本的な立場はロンドン時代と変わらない。千里眼もまた神秘的な超能力ではなく、元
来人間の持っている能力の発露の結果に過ぎない。ただしここでは千里眼の技法的な解明がなされて
いる点が注目される。熊楠の考えによれば、本人の無意識のうちに「阿頼耶識」のようなものが「多
年の経験より類推して」答えを出す「脳力」が人間には備わっているというのである。幽霊自体が実
在するかはここでは問題とされていない。 
 この「脳力」について、実際に体験をした当時、那智時代の熊楠は、「曼荼羅力を応用するの法」と
して次のような分析を加えている。 
行儀作法は後のこととして、この世界のことは決して不二ならず、森羅万象すなわち曼荼羅な
り。その曼荼羅力を応用するの法およびその法あるべき理論を精述するなり。むやみに未熟で世
に出すときは大害を生ずるものゆえ、まず仁者に真言として伝えんと思うなり。事実の条述は大
抵左のごとし。 
（一）箇人心は単一にあらず、複心なり。すなわち一人の心は一にあらずして、数心が集まりた
るものなり。（二）しかるに、複心なる以上はその数心みな死後に留まらず。しかしながら、ま
たみな一時に滅せず、多少は残る。（三）右を実証す。（四）天才（genius）のこと。坐禅などは
この天才を涵養する法なり。しかるに、なにか大胆になるとか不平をしのぐとか心得は残念な
り。不意に妙想出で、また夢に霊魂等のことあり。これ今日活動する上層の心機の下に、潜思陰
慮する自心不覚識（アラヤ）の妙見をいう。…（中略）…この天才ということ自慢のように聞こ
ゆるが、実はアラヤ識が高昂せるにて、近来天才を狂人の一種と論ずる学者多し、故に小生決し
て自慢にあらず、実事を申し上ぐるなり。今述ぶる真言の妙法は道徳等をこのアラヤ識に訴え直
すの法なり。（五）静的神通（遠きことを見る、聞く等なり）。（六）幽霊。（七）動的神通（遠き
                                                   
10 千里眼（田辺隨筆）、和歌山新報、1911（明治 44）年 6月、平凡社版全集 6所収。 
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ことを手でかき、まねで示す等なり。南方金粟如来の秘密事なり。）（八）入定。（九）実用。（十）
教用。（十一）真言宗向来の意見 
 ご承知のごとく、人間の識にて分かる、また想像の及ぶ宇宙は、大日に比してほんの粟一粒に
候間、それは無用の穿鑿と致し候。まず、この人間の識、理想が中らぬながら遠からぬほど及ぼ
すべき宇宙中の曼荼羅を、右の実功とともに、心相、名印相の大要とともに説かんとするなり。
11 
 この分類が心霊研究協会創立メンバーの一人であるフレデリック・マイヤーズの著書『人間の人格、
その肉体の死後の存続』に基づいたものであることはすでに詳しい論考がある12。ここでは（四）天
才の項目に注目したい。略した部分には、熊楠が夢に見てナギランを発見した経緯の説明が書かれて
いる。そして、その力を人間の道徳心の獲得に応用するものが「真言の法」だと熊楠は考えていた。
つまり、曼荼羅力は真理の探究のためのみならず、「心性の修養」にも使えると熊楠は考えていたの
である。以上の分類の前段では「真言の法」について次のように記している。 
心界のことに、いろいろの従来知れぬことあり。これを現世に応用して（たとえば印を結ぶ）実
益はなはだ大なることあるなり。しかしてこれぞ従来のわが曼荼羅教の本事として、その僧徒の
本職として、上一人より下万民の信を得たることにあるなり。小生只今親ら行いおれり。それに
はそれぞれ式作法あるなり。 
 たとえば姦乱のものを一朝にして全くまじめにし、盗人に盗させず、記臆悪しきものをよく
し、不中の兄弟を和らげ、妙相を練出し、美を愛し優を敬するの念を出だしくるの法なり（要は
従来の真言の呪言加持、定印等に同じ）。仁者がみずからきらいながらこれを愛するという、か
の胡喝乱喝、糞撅や尿滾々とかいう禅学ごとき遠まわしのものにあらず。忽然にして人心の原子
を整理する法なり。（たとえば酒のみもこの法を用うるときは糞を食わんと試みるごとく、むり
に飲まんとするも身体一体にこれを蛇のごとくきらう法なり。）この法は誰でも行ない得るかは
小生いまだ知らず、ただし多少世人一汎に行なえる。またつまらぬ奴にほどよくきくことは受合
いなるなり。小生は只今研究中ながら、真言の秘法というは全くこれと同一と思う。13 
 伝統的な「真言の呪言加持、定印」と同様の方法を実践すれば、人間の性格を変えることができる
と想定して、熊楠はその方法を研究しているという。その研究成果が実ったのかどうか、数年後に神
社合祀反対運動について柳田国男と交わした書簡の中で、熊楠は実際に真言の呪法を実践して他人の
心を変えようとしたことを告白している。 
                                                   
11 南方熊楠書簡（那智）51、1904（明治 37）年 3月 24日、往復書簡。 
12 安藤礼二「野生のエクリチュール」、群像 2002年 12月号、講談社。なお同書の目次のみを以下に挙げるが、
これだけでも熊楠が踏襲していたことがよく分かる。 
（1）INTRODUCTION (2)DISINTEGRATIONS OF PERSONALITY (3)GENIUS (4)SLEEP 
(5)HYPNOTISM (6)SENSORY AUTOMATISM (7)PHANTASMS OF THE DEAD (8)MOTOR 
AUTOMATISM (9)TRANCE,POSSESSION,AND ECSTASY (10)EPILOGUE 
13 南方熊楠書簡（那智）51、1904（明治 37）年 3月 24日、往復書簡。 
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近野村の一件どうやらうまい具合に事往きそうなり。委細は白石氏より御聞き下されたく候。小
生とても尋常のことで叶わずと思い、必死になり手を廻し運動の上、昨夜みずから終夜一字仏頂
輪王の降伏法を修したるに候。14 
 ただし結果はかんばしくなかった。 
一字仏頂輪王の法は前方へどれほどきいたか、小生はこれがため非常にくたびれを感じ、身体疲
労はなはだしく二、三日何ごともできず、ようやく今日より恢復致し候。まことに人をのろわば
穴二つなり。15 
 この失敗に終わった「一字仏頂輪王の法」は、おそらく『一字仏頂輪王経』（T0951）に説かれるも
のであろう。例えば「一字佛頂輪王印之四。又當に合掌し、二無名指・二小指を以て、右を左に押し
相叉え掌に入れ、其の二中指を直竪し伸し、各第一節を屈して、頭を相拄えしめ、其の二大拇指を相
並べ掌に入れ、平に伸し、又二頭指を以て平に屈し二大指の甲背の上を押し、頭指を相拄う。印呪に
曰く。娜謨皤蒱餓伽嚩底……」といったように、手で印を結んで呪文を唱えるものである。 
 しかし、「曼荼羅力を応用するの法」の（四）天才の項目でより注目すべきは、「真言の法」と並ん
で「坐禅」を「天才を涵養する法」として挙げ、同時に批判している点である。 
 
５．真言と禅―二つの境地体験 
 実のところ、すでにロンドン時代から熊楠は「真言の法」と坐禅を比較して論じている。 
故に到底事物の識を外にして、われらは心内の妙想なしと思う。あるいは一感を重く心であつか
うなり。この他には陸王の徒また禅徒の無念を求むるの法もあるべし。われらもそんなことして
みしに、例の薫習か、ただ邪念ないというばかり、到底は深く思いを沈め感を集むるの域を脱せ
しことなし。故に坐禅すれば詩句が出てくる。……小生はこの時、さてもかかる乞食の間にす
ら、人情ありて、毎日おのれが買いて銭を払いやる主人に何のわけもなきに挨拶することを知れ
り。またかかる落ちぶれた身にも、この雑閙の地に夜天をながめて、その澄み晴れたるを観じて
楽しめることと思えり。されば人間はいかなる境界にも楽地はあるなり。……これらもまた妙想
を心内に観ずるものとやいうべき。16 
 「事物の識」によって「心内の妙想」を得るというのはこれまで論じてきた「真言の法」に等しい。
その他に、「無念を求むる法」もあって、それが「禅」と「陸王」だという。熊楠が幼少より親しんで
いた石門心学やその価値を認めていた熊沢蕃山は「静坐」を重視していた17。これらは広い意味で心
学＝陽明学＝「陸王の徒」と言える。 
ただ熊楠にとって「無念を求むる」ことは難しかったようだ。那智時代になると、熊楠は禅に対し
                                                   
14 柳田国男宛書簡 52、1911（明治 44）年 11月 6日、平凡社版全集 8。 
15 柳田国男宛書簡 53、1911（明治 44）年 11月 12日、平凡社版全集 8。 
16 ロンドンパリ往復書簡 7、1893（明治 26）年 12月 24日、往復書簡。 
17 飯倉前掲書でも若干言及されている。 
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て大いに批判を加えるようになる。 
次に、貴下は禅を喜ぶとか。しかして弘法大師、〈この山よろしく禅定すべし、云々〉といい来
たる。しかり、予もこれを知る。ただし真言にいう禅定というは、静意観念して、宇宙の外を包
む大なるものとおのれと結合し、無尽の安楽を取るの謂いにして、今日の棒で頭をたたいたり、
宋元時代のべらんめい語、糞撅や屎尿滾々とか、なんとかかとか、同時代にできた『水滸伝』の
李逵、魯智深等、博徒。草賊の激語と同一のものをもって、埒もなきことを公案として舌戦する。
そのことすでに不立文字というに背けば、達磨の禅の本意ともまるでちがえり。……かつこの教
えは、真言のごとき曼荼羅もなんにもなければ、森羅万象、心諸相、事諸相、名印諸相、物界諸
相を理だてて楽しむというようなことは、もとより行わるべからず。しからば、万事万物研究し
て世用に充て、実際に人間を救うことの必用急務なる今日の世界にあてはまらず。要は一人を潔
くし、他はなんでもよい、自分さえよければよい、さてそのよければよいも、究極の悟りは、な
るようになれば、よいもわるいもないところがよいというような、八、九歳の小児にも分かり
きったことに過ぎず。18 
 現今の公案禅は達磨本来の禅と違うし、自分一人の救済しか考えていない。それに対し真言の禅定、
つまり真言の瞑想法は、「宇宙の外の大なるもの」と自身の結合にあるだけでなく、前節で論じたよ
うに、曼荼羅を求めることは「万事万物研究して世用に充て」て人々を救うことに繋がる、熊楠はそ
う考えていた。 
 真言と坐禅の瞑想法としての違いを熊楠は次のように表現している。 
予は真言と禅は所期の（人間より見て）目的（実用上の）は同事ながら、その所期さるるものの
觀念は大いにちがうと思う。すなわち数学上でいわば、一方は乗数、一方は除数を増して、1×
2と
1
2
とより 1×20と
1
20
よりだんだん 1×200，
1
200
；1×20000000，
1
2000000
……とまし、ついに∞
（無究竟大）と 0（無涯限小）となるほどのちがいと思う。口ではいいあらわし得ぬという度
．
（デ
グリー）は相似たり、その性 質
クオリティー
は大いにちがうことと思う。19 
 禅は「無念を求むる」ものであるから、自己の知識と思考をどんどん減らしていく。そうすること
で心の安寧がもたらされる。その逆に、真言は自己の知識と思考をどんどん増やしていく。そうする
ことで心が活発に働くようになる。禅と真言とどちらが現代社会にとって有効か。熊楠は断然真言だ
と考えていた。 
入我我入とか、身平等、意平等、そんなことは、一日三文で食えるインドや、樹下で行しおれば、
村の別嬪が醍醐味でなくとも、握り飯や豆腐のから持ってきてくれるような、簡単な世にしてい
うべし。今は然らず、すでに古えのチリをのけて（今は全滅しおわれり）、わが日本、支那ほど
人のぎっしりつまった国はない。……かかる世にありて自他利益せんこと如何といえば、国産を
                                                   
18 南方熊楠書簡（那智）46、1903（明治 36）年 7月 18日、往復書簡。 
19 南方熊楠書簡（那智）46、1903（明治 36）年 7月 18日、往復書簡。 
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起こし、融通財貨の活発ならんことを期し、海外に貿易するとか、用品を安く多く作りて、剰余
のものは不断外国のものと交換するとか、それぞれその急務はあるなり。……その急務を果たす
には、科学教育が入る。この科学教育には、宗旨と同じく、実用説と原理説とある。されば、原
理説心得ぬときは、実用ができぬ。……もし宗旨は社会に不可欠一機関なり（予はこれを信ず）、
科学の原理説（これは何というてしっかりした極理のあるものにあらざることは前書にいう）ぐ
らいばかりでは、世間はつづかず。何とぞ、こちらも宗教を拡張して、彼らの不足処を足し、共
に社会を益せんという日になると如何。20 
 つまり現代のような複雑化した社会にふさわしいのは、その複雑な社会をよりうまく動かすための
方法ということになる。そうなると思考を単純化していく禅の瞑想はふさわしくない。曼荼羅のよう
に森羅万象へと思考を拡張していく真言の瞑想の方が社会の現状にも適うことだろう。 
さて、この議論の間に挿入されているのが、有名な“南方曼荼羅”と呼ばれるようになった以下の
図である21。 
 
 図全体と図中のイロハを振られた点と線について、熊楠は次のように説く。 
この世間宇宙は、天は理なりといえるごとく（理はすじみち）、図のごとく（図は平面しか画き
えず。実は長、幅の外に、厚さもある立体のものと見よ）、前後左右上下、いずれの方よりも事
                                                   
20 南方熊楠書簡（那智）46、1903（明治 36）年 7月 18日、往復書簡。 
21 南方熊楠書簡（那智）46、1903（明治 36）年 7月 18日、往復書簡。“南方曼荼羅”をめぐる諸議論を整理
し、批判的な検討を加えているものとしては、松居竜五「南方マンダラの形成」（松居竜五・岩崎仁編『南方熊
楠の森』、方丈堂出版、2005年）が参考になる。なお図版は、中瀬喜陽監修『別冊太陽 南方熊楠 森羅万象に
挑んだ巨人』（平凡社、2012年）から転載した。 
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理が透徹して、この宇宙を為す。その数無尽なり。故にどこ一つとりても、それを敷衍追求する
ときは、いかなることをも見出し、いかなることをもなしうるようになっておる。……すなわち
図中の、あるいは遠く近き一切の理が、心、物、事、理の不思議にして、それの理を（動かすこ
とはならぬが）道筋を追蹤しえたるだけが、理由（実は現像の総概括）となりおるなり。22 
 つまり道筋（理）をたどることを重ねれば重ねるほど、宇宙に充満するが可視化されていないあら
ゆる不思議が複数の理の結節点として、現象として立ち現れるということなのだ。であれば、重要な
のは道筋をどれだけたくさんたどれるかということになる。してみるとこの図は真言の瞑想の模式図
としても理解できよう。 
 
６．おわりに 
 熊楠は禅の瞑想は現代社会にとって役に立たないと否定したが、現実にはむしろ禅の瞑想の方が当
時の社会には必要とされていた。中でも白隱の『夜船閑話』に説かれる丹田呼吸法は、明治から大正
にかけて再発見され、岡田式静坐法・二木博士腹式呼吸法・藤田式息心調和法のような当時流行した
健康法に参照されていった23。 
宗教から発したものだけに単に身体ばかりでなく精神の修養にも重きを置いてある點に於て、
又その方法が呼吸を眼目としその呼吸を深くせんがために腹（これを臍下丹田といふ）に全身の
中心を置き、そこ迄深く息を吐納る點に於ても共通せるところに独自の特色がある。……今日世
に喧伝さるる岡田式静坐法の如きも全くその流れを汲むもので、筋肉の発達を眼目とする泰西
の健康法とは深き相違が見られる。24 
 こうした当時の健康法は、「精神の修養」によって病気を治すものと理解されており、すでに指摘
したとおり熊楠の考えも同様だった。しかし熊楠は白隠とその瞑想法について知ってはいたが、あま
り興味を持っていなかったようである。土宜法竜より寄贈された『白隠広録』には『夜船閑話』が収
録されているが、南方熊楠顕彰館の蔵書を実見したところ特段の書き込みはなかった。ただし読んで
いたことは確かである。 
白川の白幽子は（『白隠広録』に出づ。このことは白隠の手製とかいう。しかし、それより古き
ものにも見たることあれば、多少種のありしことにてよし。これは無根のこととするも、類例は
ありしことと思う）、禅坐して全体蜜に浸さるると思い、それで身を養いしなどいうことあり。
身を養う云々のことは知らぬが、現に狂人などに、気楽なる狂人は気楽なることばかり思うゆ
え、はなはだ長寿なるもの多し。25 
                                                   
22 南方熊楠書簡（那智）46、1903（明治 36）年 7月 18日、往復書簡。 
23 このうち岡田静坐法については、例えば小堀哲郎「坐―岡田虎二郎と岡田式静坐法」（田邉信太郎・島薗進・
弓山達也編『癒しを生きた人々―近代知のオルタナティブ―』、専修大学出版局、1999年）参照。 
24 加藤美侖『実験比較健康法全書』、帝国教育学会、1917（大正 6）年。 
25 南方熊楠書簡（那智）49、1903（明治 36）年 8月 20日、往復書簡。 
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 「禅坐して全体浸さるると思い、それで身を養いしなどいうこと」というのは、『夜船閑話』の軟祖
の法に他ならない。熊楠はその実効については気楽であれば長生きするだろうと揶揄するにとどまる。
しかし当時の社会が求めていたのは、その気楽になることであった。 
近代化されていく社会についていけず、癒しを求める人たちにとって、本稿で論じてきた熊楠の考
える真言の瞑想法は逆効果であったろう。しかし熊楠の時代以上に複雑に生きていかざるを得ない現
代社会においては、複雑な社会に積極的に対応せんとしつつも、その決定を自分の中の無意識や偶然
に委ねようとする熊楠の思想は、かえって癒しをもたらすものになるかもしれない。 
